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☆組織の概況（7月31日現在） 組合員総数　5万0003人（7月の新加入者140人） 出資金総額　14億6511万4100円（1人平均　2万9301円）

　
津
軽
地
域
に
お
け
る
連

日
の
暑
さ
は
も
は
や
北
国

は
避
暑
地
で
は
な
い
事
を

証
明
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
弘
前
市
の
７
月
で
の

猛
暑
日
は
過
去
最
多
を
更

新
し
て
５
回
目
と
の
こ

と
。
予
報
で
は
こ
の
暑
さ

は
10
月
ま
で
続
き
暑
さ
寒

さ
も
彼
岸
ま
で
は
昔
ば
な

し
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
。
▼
文
部
科
学
省
と
気

象
庁
が
公
表
し
て
い
る

「
日
本
の
気
候
変
動
２
０

２
５
」
で
は
、
日
本
に
お

け
る
極
端
な
大
雨
の
発
生

頻
度
は
、
工
業
化
以
前
に

１
０
０
年
に
一
回
現
れ
て

い
た
大
雨
は
、
世
界
平
均

気
温
が
２
℃
上
昇
し
た
場

合
１
０
０
年
に
約
２
・
８

回
、
４
℃
上
昇
し
た
場
合

１
０
０
年
に
約
５
・
３
回

に
増
え
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
50
年

に
１
度
の
豪
雨
災
害
は
毎

年
ど
こ
か
で
発
生
す
る
と

思
っ
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う

で
す
。
▼
日
本
の
米
生
産

量
は
、
１
９
７
０
年
代
の

約
１
８
０
０
万
ト
ン
か
ら

急
激
に
減
少
し
２
０
２
４

年
産
米
の
収
穫
量
は
前
年

比
２
・
７
％
増
の
約
６
７

９
万
。
人
災
と
も
言
え
る

減
反
政
策
に
加
え
て
気
候

変
動
由
来
の
自
然
災
害
が

農
家
と
国
民
を
脅
か
す
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
気

候
は
人
や
動
植
物
の
適
応

能
力
を
超
え
る
速
さ
で
変

動
し
て
い
る
の
で
す
。
調

べ
て
み
る
と
恐
ろ
し
い
近

未
来
ば
か
り
。

（
藤
代
健
生
病
院
事
務
長

�

・
奥
瀬
昭
彦
）

研修医による「健康相談」研修医による「健康相談」

★医療福祉生協連の情報誌「comcom」12 月号にこの夏まつりの記事が掲載予定です。

　７月 19 日太陽の陽ざしも弱まった午後５時から、生協会館駐車場で「みんなの夏まつり　７月 19 日太陽の陽ざしも弱まった午後５時から、生協会館駐車場で「みんなの夏まつり
2025 ～和徳のひととき～」が開催されました。2025 ～和徳のひととき～」が開催されました。
　和徳支部が町会に呼びかけ、実行委員会を立ち上げ、コープあおもり和徳店や（株）ファル　和徳支部が町会に呼びかけ、実行委員会を立ち上げ、コープあおもり和徳店や（株）ファル
マの協賛も得て、地域で ＂居心地よくくらせるまちマの協賛も得て、地域で ＂居心地よくくらせるまち＂＂ をつくろうと準備を重ね、開催しました。をつくろうと準備を重ね、開催しました。
　すみれ保育園にも呼びかけたところ、120人もの園児や卒園生が赤いかわいらしいハッピ姿　すみれ保育園にも呼びかけたところ、120人もの園児や卒園生が赤いかわいらしいハッピ姿
で、太鼓やカネ、かけ声を夏空に響かせました。園児のママ、パパやおばあちゃん、地域の人々で、太鼓やカネ、かけ声を夏空に響かせました。園児のママ、パパやおばあちゃん、地域の人々
も参加して、黒石よされや弘前音頭に踊りの輪ができ、にぎやかな夏まつりになりました。も参加して、黒石よされや弘前音頭に踊りの輪ができ、にぎやかな夏まつりになりました。
　今回の夏まつりでできたつながりを大切にして、今後も「だれもが健康で居心地よくくらせ　今回の夏まつりでできたつながりを大切にして、今後も「だれもが健康で居心地よくくらせ
るまちづくり」への挑戦を続けていきます。るまちづくり」への挑戦を続けていきます。
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７
月
度
定
例
理
事
会

�

８
月
５
日

【
報
告
事
項
】

⃝

７
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と

８
月
・
９
月
・
10
月
の
主
な

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

６
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

６
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
理
事
会
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合

理
事
会
報
告

⃝

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合　

事
業
所
管
理
者
一
覧

⃝

償
却
前
経
常
利
益
の
算
出
に

つ
い
て

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

就
業
規
則
の
改
定
に
つ
い
て

⃝

人
事
の
承
認
（
健
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
所
長
）

⃝

病
床
数
適
正
化
支
援
事
業
に

係
る
事
業
計
画
の
再
提
出
に

つ
い
て

⃝

津
軽
保
健
生
協
第
１
０
０
回

通
常
総
代
会
ま
と
め
（
案
）

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

経
営
関
係

⃝

民
医
連
の
事
業
と
経
営
を
ま

も
り
抜
き
地
域
医
療
を
な
ん

と
し
て
も
く
い
止
め
る
た
め

の
緊
急
行
動
提
起

新班新班をを紹介紹介しますします

本人作成のイラスト

　私は東京都出身で弘前大学入学を機
に弘前市での暮らしが始まりました。
学生の頃から民医連医療に触れ、病院
見学をきっかけに青森で働くなら絶対
に健生病院！ と思うようになりまし
た。ご縁があり、健生病院で２年間の
初期研修を終えて春からは総合診療科
の専攻医となりました。診療における
困難や自分の至らなさに落ち込むこと
もありますが、頼れる医療スタッフの
仲間と共に日々やりがいをもって働い
ています。
　私が医師として大切にしている活動
に つ い て お 話 し し ま す。 最 近
LGBTQ+ という言葉を耳にする機会
が増えていませんか？ LGBTQ+ と
は性的マイノリティを表す総称の１つ
で、主に性的指向（どの性別を好きに
なるか）と性自認（自分の性をどのよ
うに認識するか）に分けられます。
Lesbian（女性同性愛者）、Gay（男
性同性愛者）、 Bisexual（両性愛者）、
Transgender（割り当てられた性別
に違和をもつ者）の頭文字をとった 
LGBT と、 Questioning（特定の性
を自分に適用しない）・Queer（規範
的な性のあり方以外を包括する）の 
Q、 ここに含まれない性の多様性が非
常 に 多 い た め プ ラ ス を 加 え て、
LGBTQ+ と表します。皆さんの多く
は当事者の方に会ったことがないと感
じているかもしれません。実際は
LGBTQ+ の割合は約３～ 10％、大
きく見積もって 10 人に１人存在して
います。これは左利きの人、AB 型の
人と同程度です。つまり当事者の方と
出会ったことがないのではなく、見え
ていないだけなのです。社会ではいま
だに性に関して固定的な考えや根強い
偏見、差別があり、まだまだ理解をさ

れているとは言えず、当事者が声を上
げることができない状況にあります。
それは医療機関においても同様です。
こ の 背 景 か ら 2023 年 に 院 内 で
SOGIESC（ソジエスク）* プロジェ
クトを発足し、医療にアクセスしづら
いとされる LGBTQ+ を含む性的マイ
ノリティの患者の受療権を守るため活
動をスタートしました。患者だけでな
く職員の SOGIESC も大切にし、誰
もが受診しやすい病院を目指していま
す。活動の一部を紹介します。医療従
事者による無意識の偏見で当事者の方
を傷つけることがないよう、繰り返し
学習会を行っています。一部の職員が
つけているレインボーのバッジはアラ
イバッジと言って、LGBTQ+ の人々
の支援者、理解者、味方を示します。
また小児科では「〜ちゃん、〜くん」
呼びが当たり前でしたが、性自認は外
見で判断できるものではないため「〜
さん」と統一するようになりました。
他にも事務職員の制服はスカート一択
でしたが、私服も可能となり、自分ら
しい装いができるようになりました。
これらの活動が評価され、弘前市
LGBTQ フレンドリー企業に登録され
ました。これからも LGBTQ ＋を含
む全ての人が安心して受診できる、働
ける医療機関を目指して活動を続けて
いきます。

*SOGIESC と は、LGBTQ+ を 含 む
全ての人の属性、誰もがもつ性のあり
かたのことです。

「性的指向（Sexual Orientation）」
「性自認（Gender Identity）」
「性表現（Gender Expression）」
「身体的性（Sex Characteristics）」
の４つの要素を組み合わせた言葉です。

誰でも受診しやすい病院に
健生病院　総合診療科　宮

みやざわ

澤　千
ち

裕
ひろ

⑳⑳

板柳支部津軽の華班

　「あおもりまるごと健康チ
ャレンジ」は、自分の生活習
慣を見直すことを目的とし、
気軽にできる目標を自ら設定
し、11月末までの期間で 30
日以上継続することを目指す
取り組みです。
　2017 年から始まり今年で
９回目。各支部や地域での取
り組みも広がりを見せ、組合
員だけでなく、学校・保育
所、自治体職員などからの申
込みも増えています。「野菜
を食べるようになった」「禁
煙することができた」などの

感想を多数いただき、地域の
健康づくりに貢献しているこ
とを実感しています。
　申込書を兼ねたパンフレッ
トは、健生病院、健生クリニ
ックなどの各事業所または組
織部で配布しておりますの
で、お気軽にお申し付けくだ
さい。一人ひとりが健康で楽
しい毎日を過ごすため、積極
的に健康チャレンジを活用し
ましょう。今年もたくさんの
ご参加を心よりお待ちしてお
ります。
【申込み〆切】９月 20日

　

会
場
に
来
る
と
き
に

見
た
芍
薬
が
と
て
も
き

れ
い
で
班
名
に
し
ま
し

た
。
仲
良
し
な
メ
ン

バ
ー
で
楽
し
く
班
会
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　
結
成
班
会
で
実
施

し
た
ボ
ッ
チ
ャ
が
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
笑
い
が
絶
え

な
い
班
に
な
れ
ば
い

い
な
♪

　

指
標
班
を
目

指
し
、
楽
し
く

班
会
を
続
け
て

い
き
ま
す
！

板
柳
支
部
芍
薬
班

常盤支部ダリア班
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将
来
の
進
路
を
考
え
る
高

校
生
た
ち
に
看
護
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
夏
の

高
校
生
看
護
体
験
を
開
催
し

ま
し
た
。
健
生
病
院
で
行
わ

れ
、
近
隣
の
高
校
を
含
め
午

前
と
午
後
合
わ
せ
て
40
名
の

生
徒
が
実
際
の
病
院
の
現
場

で
看
護
師
の
仕
事
を
見
学
・

体
験
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
白
衣
に
着
替
え

て
か
ら
奨
学
金
制
度
の
説
明

を
含
め
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
７
月
28
日
に
健
生
病
院
に

て
「
高
校
生 

医
療
技
術
職

体
験
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
近
隣
の
高
校
生
を
対
象

に
し
た
「
診
療
放
射
線
技

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
、

社
会
福
祉
士
、
臨
床
工
学
技

士
」
の
８
職
種
の
体
験
会

で
、
今
回
で
２
回
目
の
開
催

で
す
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も

多
い
62
名
の
高
校
生
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
簡
単

な
説
明
を
し
た
後
、
希
望
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
へ
行
っ

て
業
務
見
学
や
業
務
体
験
を

シ
ョ
ン
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
院
内
見
学
と
一

次
救
命
処
置
の
体
験
を
し
ま

し
た
。
院
内
見
学
で
は
、
各

病
棟
や
職
場
の
仕
事
つ
い
て

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
看
護

師
の
ケ
ア
の
姿
を
間
近
で
見

た
り
、
患
者
と
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り

す
る
中
で
、
参
加
者
た
ち
は

「
み
な
さ
ん
優
し
く
接
し
て

い
る
」「
い
ろ
ん
な
科
が
あ

り
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
一

次
救
命
処
置
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
体

験
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
、
人

形
を
使
っ
た
胸
骨
圧
迫
の
練

習
で
は
、
こ
ち
ら
ま
で
緊
張

が
伝
わ
る
ほ
ど
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学

校
を
越
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
実
施

し
、
協
力
し
あ
う
こ
と
の
大

切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
最
後

に
、
今
年
４
月
に
入
職
し
た

新
人
看
護
師
２
名
よ
り
、
看

護
学
校
の
選
び
方
・
受
験
勉

強
や
学
校
生
活
に
つ
い
て
発

表
し
て
も
ら
い
「
進
路
に
役

立
つ
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
好
評
で
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
経

験
で
き
な
い
こ
と
を
で
き

て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
に

な
っ
た
」「
命
を
預
か
る
仕

事
な
の
で
、
す
ご
く
大
変
そ

う
だ
け
ど
、
忙
し
い
素
振
り

を
一
切
み
せ
ず
に
一
人
一
人

に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
て
す

ご
い
と
思
っ
た
」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
今
後
も
、
地
域
の

高
校
生
が
医
療
の
現

場
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
、
高
校

生
看
護
体
験
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度

は
冬
休
み
と
来
年
の

春
休
み
に
も
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
看
護
の
仕

事
の
魅
力
を
若
い
世
代
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な

人
材
確
保
に
も
つ
な
げ
る
重

要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

（
看
護
介
護
部
・
看
護
学
生

担
当
・�

阿
保
祥
子
）

行
い
ま
し
た
。
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　
放
射
線
科
で
は
身
近
な
も

の
を
Ｘ
線
撮
影
し
て
写
真
の

見
え
方
を
体
験
。
リ
ハ
ビ
リ

で
は
模
擬
患
者
に
な
っ
て
リ

ハ
ビ
リ
体
験
、
栄
養
科
で
は

自
分
が
前
日
食
べ
た
も
の
の

カ
ロ
リ
ー
計
算
な
ど
、
検
査

科
で
は
エ
コ
ー
検
査
体
験
や

血
液
型
検
査
の
実
験
な
ど
、

臨
床
工
学
科
で
は
透
析
機
器

を
使
っ
て
の
実
験
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉

士
）
で
は
患
者
さ
ん
の
情
報

収
集
を
行
う
際
と
同
様
の
模

擬
面
接
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
自
分
が
学
ん
だ
こ

と
の
報
告
と
「
医
療
職
の
多

職
種
連
携
」
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。
と

て
も
暑
い
日
で
し
た
が
、
半

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の

経
験
を
活
か
し
て
、
将
来
に

つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
た
い

と
思
う
」、「
も
っ
と
そ
の

職
業
に
つ
い
て
知
り
た
く

な
っ
た
し
、
将
来
の
職
業
に

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
高

ま
っ
た
の
で
い
い
経
験
に

な
っ
た
」、「
参
加
し
な
い

と
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
体
験
で
き
て
貴
重
な
機

会
だ
っ
た
」
と
好
評
な
意
見

が
多
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
も
業
務
の
合
間
に
準

備
を
し
た
り
、
当
日
の
対
応

に
時
間
を
割
い
た
り
と
大
変

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
対
応

し
た
職
員
に
と
っ
て
も
や
り

が
い
の
あ
る
体
験
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
高
校
生
に
と
っ
て
貴
重
な

機
会
で
す
し
後
継
者
育
成
の

視
点
か
ら
も
、
来
年
以
降
も

定
期
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
技
術
部
長
・

�

對
馬　
圭
）

　
７
月
29
日
に
健
生
病
院
に

て
青
森
民
医
連
主
催
の
高
校

生
医
師
体
験
を
行
い
、
医
師

を
目
指
す
高
校
生
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
健
生
病
院
緩
和

ケ
ア
科
の
伊
藤
真
弘
医
師
よ

り
「
生
き
る
た
め
の
緩
和
ケ

ア
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
、
緩
和
ケ
ア
を
切
り
口
に

患
者
の
人
生
に
寄
り
添
う
医

療
の
大
切
さ
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
最
善
の
治
療
を

選
択
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

わ
か
っ
た
」「
緩
和
ケ
ア
科

で
は
治
療
だ
け
で
な
く
患
者

の
要
望
を
聞
い
て
寄
り
添

い
、
よ
り
良
い
最
期
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

え
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
と

感
じ
た
」
と
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
後
は
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
病
院
見
学
と
研
修

医
と
の
聴
診
器
体
験
・
交
流

を
行
い
ま
し
た
。
病
院
見
学

で
は
伊
藤
医
師
が
「
病
院
の

中
で
見
た
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
す
か
？
」
と
問
い
か
け
な

が
ら
参
加
者
の
要
望
に
応
え

る
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
内

容
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

が
目
を
輝
か
せ
て
病
棟
や
手

術
室
な
ど
を
見
学
し
、「
普

段
は
入
れ
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
ま
で
見
学
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
」「
医
療
に
関
す

る
意
欲
が
高
ま
っ
た
」

「
様
々
な
職
種
の
方
々
が
仲

良
く
働
く
様
子
を
み
て
、
医

療
現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

重
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
医
と
の
聴
診
器
体

験
・
交
流
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
行
わ
れ
、
興
味
津
々
に

聴
診
器
に
つ
い
て
学
び
、
学

業
や
大
学
生
活
、
医
師
の
仕

事
に
つ
い
て
積
極
的
に
研
修

医
に
質
問
を
し
て
い
る
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。「
医
師

と
い
う
職
業
の
魅
力
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
参
加
し
て
よ

か
っ
た
」「
研
修
医
と
直
接

お
話
を
す
る
こ
と
は
こ
こ
で

し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
」
と
眼
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者

が
「
医
師
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
７
月
23
日
八
戸

生
協
診
療
所
、
７
月
25
日
・

８
月
20
日
あ
お
も
り
協
立
病

院
、
８
月
８
日
に
は
青
森
県

医
療
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
体
験

事
業
で
健
生
病
院
に
て
医
師

を
目
指
す
高
校
生
の
医
師
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
医
師
体

験
の
先
に
、
将
来
一
緒
に
働

く
民
医
連
医
師
が
誕
生
す
る

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
弘
前
事
務
所

医
師
医
学
生
課
・

�

葛
西
美
冴
）

２
０
２
５
夏
高
校
生
医
療
技
術
職
体
験

“
将
来
の
仕
事
に
し
た
い
”

２
０
２
５
夏
高
校
生
看
護
体
験

心
肺
蘇
生
に
真
剣
に
取
り
組
む

高
校
生
医
療
専
門
職
体
験

高
校
生
医
療
専
門
職
体
験

医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
！

青
森
民
医
連
・
夏
の
高
校
生
医
師
体
験
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●同法人である健生病院・健生クリ
ニックと連携し看護と診療の両面から
在宅療養を支えます。藤代健生病院と
の連携も強化し、利用者さまのメンタ
ルヘルスケアの一環として不安やスト
レス軽減を図り、安定した日常生活を
送れるよう支援しています。利用者様
の中には、主治医の前では緊張して何
も話せなくなる方もおり、代わりに代
弁者、地域に溶け込むための橋渡しの
役割を担っています
●緊急時は 24 時間 365 日の対応
●多職種との連携による生活支援をめ
ざし薬剤師、ケアマネジャー、相談支
援員など多職種と連携し、互いに顔の
見える関係性をもち一人ひとりに寄り
添って最適な療養環境を提供します
●看護小規模多機能型居宅介護を併設
し兼務しています

　訪問看護は利用者の生活の場にお邪
魔 さ せ て 頂 く の
で、人としてのマ
ナーをしっかりと意識し
ています。利用者やご家
族との会話を大切にし
て、信頼してもらえる事
業所、選ばれる事業所に
なるように努めています。

　高齢化と生産年齢人口
の減少が進むなかで、介
護報酬の引き下げなど情

特　徴

ケアで心がけたいこと

明日の在宅ケアにむけて

勢も変化しています。地域で暮らすすべての
世代の人々が質の高い医療や看護を受け、必
要に応じて入院し日常生活に戻ることができ
る。利用者、家族が安心して暮らせるように
訪問看護ステーションたまち本所は、医療・
看護・福祉の橋渡しの役割ができるよう健康
なまちづくりをめざし、多職種と連携しなが
ら看護の質を高めてまいります。

健生訪問看護ステーションたまち本所
� （管理看護長　石黒かおり）

🚐　　生協大会　バスコース生協大会　バスコース　　🚐
1 号 車

申込先：
　組織部　０１７２-３５-８９３３

（担当：齋藤）
申込締切：
　　９月２２日（月）まで
※バスの乗車人数に限りがございま

す。先着順とし、バスが定員にな
り次第、申込受付を終了させてい
ただきます。

※乗車人数により、コースや時刻を
変更する場合もございます。

※申込が無かった場所には停車致し
ませんのでご了承下さい。

7:35　いとく板柳店
7:40　板柳町公民館
8:00　生協会館入口前（旧すみれ保育園側）
8:20　平川市役所 第 2 庁舎（旧平川市健康センター）
8:30　尾上・三浦薬店
8:40　ヤマダデンキ テックランド黒石店
8:45　ドコモショップ黒石店前
8:50　川部温泉
9:00　麺房十兵衛 藤崎店前
2 号 車
7:50　ハッピー・ドラッグ 青森深浦店
8:30　鰺ヶ沢・海の駅わんど
8:35　マックスバリュ 鰺ヶ沢店
9:00　イオンモールつがる柏 サンサンボウル
9:10　健生五所川原診療所

　
７
月
30
日
、
健
生
病
院
付

属
棟
会
議
室
に
て
、
原
水
爆

禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会

（
長
崎
、８
月
７
日
～
９
日
）

へ
参
加
す
る
職
員
を
励
ま
す

壮
行
会
を
開
催
し
、
法
人
・

事
業
所
の
管
理
者
や
職
員
、

労
働
組
合
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
前
半

は
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
」
に
つ
い
て
の
事
前
学
習

会
を
実
施
。
後
半
で
は
、
参

加
す
る
職
員
か
ら
長
崎
に
赴

く
思
い
や
決
意
が
語
ら
れ
た

後
、
送
り
出
す
事
業
所
か
ら

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
平
和
を
願
う

折
り
鶴
が
参
加
職
員
に
手
渡

さ
れ
、
会
場
は
温
か
い
拍
手

で
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
は

被
爆
80
年
と
な
る
節
目
の
大

会
。
壮
行
会
を
通
じ
て
、
送

り
出
す
側
・
送
り
出
さ
れ
る

側
の
双
方
の
熱
意
と
期
待

が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
し
た
。

■
原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
年

世
界
大
会（
長
崎
）参
加
者

①
下
山　
海
太

�

（
健
生
病
院　
医
師
）

②
村
上　
　
蘭

�

（
健
生
病
院　
医
師
）

③
古
川　
碧
人

�

（
株
・
フ
ァ
ル
マ　
事
務
）

　健生訪問看護ステーションたまち本所は、
弘前市の向外瀬に事業所があります。看護師
11 名、事務職員 2 名が在籍し、在宅での療
養援助と安心で快適な生活を支援しています。
　病気や障害があっても、住み慣れた自宅で
療養したいと望まれる方に専門的な立場から
援助をご希望されている地域で暮らす小児か
ら高齢者まで全ての年代の方を看護師がご自
宅または施設に伺って看護を行っています。
主治医（かかりつけ医）の指示を受けて病院
と同じような医療処置をして在宅生活を支え
ています。

　弘前市、田舎館村、藤崎町、板柳町、西目
屋村

たまち本所　訪問可能なエリア

被
爆
80
年
・
長
崎
へ
―
世
界
大
会

参
加
職
員
の
壮
行
会
を
開
催

4健生訪問看護ステーション　たまち（本所）

快適な生活を支援しています快適な生活を支援しています
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　私たち放射線科はレントゲン撮影や CT など
の画像検査を通して、皆さんの健康づくりをサ
ポートしています。特に肺のレントゲンやマン
モグラフィ、バリウム検査は健康診断で受けた
ことがある方も多いのではないでしょうか。
　2025 年 4 月より当院では新たに、『肺の CT
検査』と『放射線を用いた骨密度検査』を健康
診断メニューに加えました。この検査に関して
馴染みのない方が多いと思いますので、今回は
この 2 つの新しい検査について紹介したいと思
います。

　肺のCT検査

　これまで肺がん検診は肺のレントゲンと痰の
検査のみでしたが、『肺の CT 検査』を取り入
れることでより詳細な検査ができるようになり
ました。検査時間は 5 分程度で、肺だけではな
く肺の周囲も確認することができ、小さな異常
を見つけることができます。肺のレントゲンに

比べると息止めの時間が長く、回数も多くなり
ますが、それ以上に得られる情報も多く安心に
つながります。
　肺の CT 検査はこんな方におすすめです！
　・喫煙歴がある
　・50 歳以上
　・家族で肺がん　　になった方がいる
　・肺の病気が心配
　※ CT 検査は予約制です。詳しくは健診科に

おたずねください。

　骨密度検査

　今年度より始めた骨密度は、これまでの超音
波を用いた踵（かかと）による測定ではなく、
放射線を用いて腰の骨の骨密度を測定すること
で、より正確な測定をすることができます。検
査用のベッドに仰向けに寝ていただき 5 分程度
で終了します。検査終了後に放射線技師から結
果を説明しますので、わからないことがあれば
何でもお尋ねください。
　正確な骨密度を知りたい方や、骨折リスクが
気になる方におすすめです！
　　

＊　　　＊　　　＊
　放射線科では、皆さんが安心して検査を受け
られるよう心がけています。どちらの検査も健
康チェックに有用な検査となっていますので、
この機会に検査してみてはいかがでしょうか。

� （健生病院　放射線科　村上　恵）

健
生
病
院

★
職
員
の
対
応

〔
投
書
〕
２
０
２
２
年
に
い

ら
し
た
健
診
の
お
医
者
様

（
20
～
30
代
の
若
い
女
性
）

優
し
く
丁
寧
で
し
っ
か
り
診

て
い
た
だ
け
て
い
る
感
じ
が

し
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
の

で
健
診
を
こ
こ
で
続
け
て
利

用
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
い

ら
っ
し
ゃ
ら
ず
、
転
院
さ
れ

て
い
た
ら
残
念
で
す
。
電
話

で
の
健
診
の
予
約
が
う
ま
く

と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
１
回
で

終
わ
ら
ず
２
度
足
を
運
ぶ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
本
日
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
１
人
の

方
が
市
の
健
診
、
こ
こ
で

や
っ
て
い
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
、
は
っ
き
り
教
え
て

く
だ
さ
り
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
ど
れ
が
市
の
健
診
で

カ
バ
ー
で
き
、
ど
れ
は
こ
こ

で
で
き
て
ど
れ
は
他
の
病
院

で
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
把

握
し
て
い
る
方
に
ム
ラ
が
あ

る
よ
う
な
の
で
、
し
っ
か
り

覚
え
ら
れ
る
よ
う
な
時
間
を

与
え
体
制
を
整
え
て
い
た
だ

け
る
と
働
く
側
、
受
診
す
る

側
の
満
足
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世

話
に
な
り
ま
す
。

【
回
答
】
医
師
へ
の
お
褒
め

の
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
数
名
女

性
医
師
が
在
籍
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
医
師
体
制

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
た

め
、
ご
指
摘
の
医
師
が
不
在

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

申
し
上
げ
ま
す
。
対
応
に
関

す
る
ご
指
摘
に
つ
き
ま
し
て

は
、
真
摯
に
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
予
約

を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
が
出

来
ず
、
何
度
も
ご
足
労
を
お

か
け
し
て
し
ま
い
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
間
で
の
対
応
の
統
一

性
を
目
指
し
、
教
育
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、

当
ス
タ
ッ
フ
は
、
新
人
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
く
在
籍

し
て
お
り
、
完
全
な
統
一
は

難
し
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

現
場
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

強
化
を
行
い
、
全
体
の
対
応

力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
か

ら
頂
く
ご
意
見
を
活
か
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

〔
投
書
〕
祖
母
が
入
院
し
て

い
る
病
室
（
４
人
部
屋
）
丁

度
夕
飯
時
で
向
か
い
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
ウ
ト
ウ
ト
眠
り

な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
学
生
ス
タ
ッ
フ
な
の

か
回
っ
て
き
て
、
患
者
を

「
ち
ゃ
ん
」
呼
び
。
言
葉
遣

い
も
家
族
の
よ
う
な
対
応
。

聞
い
て
て
と
て
も
不
快
で
し

た
。
自
分
の
家
族
も
そ
ん
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
と
思
え

ば
と
て
も
気
分
が
悪
い
で

す
。
接
遇
の
研
修
の
実
施

や
、
職
業
柄
、
長
期
入
院
と

も
な
る
と
馴
れ
馴
れ
し
い
関

係
性
に
な
る
と
思
う
こ
と
も

わ
か
ら
な
く
な
い
が
、
上
か

ら
の
指
導
な
ど
し
っ
か
り
し

て
ほ
し
い
。
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
き
ち
ん
と
一
線
ひ
い

て
自
覚
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
こ
の
度
は
ス
タ
ッ

フ
の
対
応
に
よ
り
不
快
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

該
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く

全
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
も
共
有

し
全
体
に
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
病
院
の
一
職
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
接
遇

改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

★
施
設
・
設
備

〔
投
書
〕
食
堂
で
き
て
う
れ

し
い
。

【
回
答
】
食
堂
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
快
適
で

便
利
な
環
境
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

★
お
褒
め
の
言
葉

〔
投
書
〕
看
護
師
さ
ん
方
が

不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
く
だ
さ
り
、
何
で
も
相
談

し
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
れ

て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
食
事
が
毎
日
と
て
も

お
い
し
く
て
、
術
後
に
ベ
ッ

ド
が
合
わ
な
い
な
ど
気
持
ち

が
落
ち
込
ん
だ
時
も
食
事
を

楽
し
み
に
が
ん
ば
れ
た
の
で

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
に
は
、
何
か
し
ら
の
制
限

食
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
て
い
ね
い
な

や
さ
し
い
味
付
け
で
食
欲
が

な
い
時
も
食
べ
や
す
く
勇
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
あ

と
、
麻
酔
科
？　
の
方
々
の

笑
顔
と
明
る
い
声
で
手
術
前

に
泣
か
ず
に
す
み
ま
し
た
。

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
お

守
り
の
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
回
答
】
入
院
生
活
、
手
術

な
ど
の
治
療
と
い
う
非
日
常

の
中
で
感
じ
た
不
安
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
た

ち
の
行
っ
た
ケ
ア
や
気
配
り

に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
お
言

葉
を
い
た
だ
け
た
事
で
、
ス

タ
ッ
フ
も
こ
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
自
信
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
私
た
ち
は
栄
養

科
・
手
術
室
・
リ
ハ
ビ
リ

等
、
様
々
な
職
種
・
部
署
が

協
力
し
て
患
者
さ
ん
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
に
当
た
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

健
生
病
院
・
院
長�

竹
内
一
仁

虹虹
のの
投
書
箱

投
書
箱

３
月
～
５
月

３
月
～
５
月
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社
会
保
障
平
和
委
員
会
と

　
社
会
保
障
平
和
委
員
会
と

新
婦
人
弘
前
支
部
の
共
催

で
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を

例
に
医
療
制
度
と
社
会
保
障

の
危
機
を
学
ぶ
「
医
療
制
度

崩
壊
は
ど
こ
ま
で
進
む
!?
」

が
、
７
月
26
日
に
生
協
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
㈱
フ
ァ
ル
マ
相
談
役
の

髙
松
利
昌
氏
で
、
28
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

 

お
話
は
、
全
国
の
医
療
機

関
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

金
融
所
得
や
資
産
の
保
有
状

況
も
加
味
し
た
後
期
高
齢
者

の
負
担
増
の
企
て
や
病
床
削

減
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
公
的

医
療
保
険
の
対
象
か
ら
除
外

す
る
事
な
ど
で
医
療
費
を
４

兆
円
削
減
し
よ
う
と
し
て
い

る
事
。
青
森
県
及
び
弘
前
市

の
国
保
の
状
況
や
県
内
国
保

料
水
準
統
一
化
の
問
題
点
。

本
来
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
責

任
を
持
つ
べ
き
だ
が
、「
公

助
」
と
い
う
概
念
が
消
失
な

い
し
は
極
端
に
縮
小
し
、「
自

己
責
任
化
」
が
強
力
に
推
し

進
め
ら
れ
て
い
る
事
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
医
療

崩
壊
が
本
当
に
ど
こ
ま
で
進

む
の
か
？　
改
悪
を
止
め
る

た
め
に
立
ち
上
が
る
し
か
な

い
と
思
っ
た
」

と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
こ

の
危
機
を
憂
う

だ
け
で
な
く
、

し
っ
か
り
声
を

上
げ
て
打
開
で

き
る
よ
う
に

「
地
域
住
民
の

医
療
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す

る
た
め
に
医
療

機
関
の
維
持
存

続
へ
の
支
援
を

求
め
る
」
署
名

に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

（
社
会
保
障
平

和
委
員
会
・

�

大
瀬
康
裕
）

＊ご存じですか？❸　特別障害者手当のお知らせ特別障害者手当のお知らせ

　
7
月
25
日
、
支

部
レ
ク
を
実
施

し
、
19
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
の
支
部
レ
ク

で
小
坂
康
楽
館
に

行
く
予
定
で
し
た

が
、
上
演
期
間
と

支
部
レ
ク
の
日
程

が
噛
み
合
わ
ず
延

期
と
な
り
、
今
回

は
約
１
年
分
の
期

待
が
乗
っ
た
支
部

レ
ク
と
な
り
ま
し

た
！

　
参
加
者
か
ら
は
、「
役
者

さ
ん
を
近
く
で
観
る
こ
と
が

で
き
て
迫
力
が
あ
っ
た
」

「
今
度
家
族
を
連
れ
て
一
緒

に
観
た
い
」「
用
意
さ
れ
た

鶏
め
し
弁
当
が
お
い
し
か
っ

た
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
支
部
レ
ク
で
新
た

に
で
き
た
組
合
員
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に

岩
木
支
部
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
♪　
暑

い
中
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
組
織
部
・
佐
々
木
海
斗
）

社
保
平
和
委
員
会　
国
保
学
習
会

社
会
保
険
と
は
何
だ
!?

�

７
／
26

《目的》
　精神又は身体に著しく重度の障害を
有し、日常生活において常時特別の介
護を必要とする特別障害者に対して、
重度の障害のため必要となる精神的、
物質的な特別の負担の軽減の一助とし
て手当を支給することにより、特別障
害者の福祉の向上を図ることを目的に
しています。

《支給要件》
　精神又は身体に著しく重度の障害を
有するため、日常生活において常時特
別の介護を必要とする状態にある在宅
の 20 歳以上の方に支給されます。申
請にあたっては障害の種類に応じた所
定の様式による医師の診断書が必要に
なります。介護保険の要介護度や、身
体障害者手帳などを所持していない方
も対象になる可能性があります。ただ
し、以下のいずれかに該当する場合は
対象となりません。
・養護老人ホームまたは特別養護老人

ホームに入所している方
・病院、診療所又は介護老人保健施設

に継続して３か月を超えて入院され
ている方

・障害者総合支援法で定める障害者支
援施設などに入所されている方

詳しくは市町村の窓口にお問い合わせ
ください。

《支給月額（令和７年４月より適用）》
　29,590 円／月

《支払時期》
　特別障害者手当は、原則として毎年
２月、５月、８月、11 月に、それぞ
れの前月分までの３か月分が支給され
ます。

《所得制限》
　所得制限がありますが、医療費控
除、障害者控除及び寡婦控除等の額を
差し引いた額で、受給資格者本人の場
合は扶養親族が０人の場合は年所得
360.4 万円までの方は対象になりま
す。扶養親族が５人の場合は 550.5
万円までの方であれば対象になりま
す。受給資格者の配偶者、扶養義務者
の場合はさらに所得が高くても可能性
がありますので、市町村窓口又はホー
ムページなどでご確認下さい。

（弘前市の介護保険を良くする会
� 代表幹事　木村宗一郎）

岩
木
支
部

念
願
の
康
楽
館

支
部
レ
ク　
７
／
25

私たちの共通項。見つめよう、民医連マインド私たちの共通項。見つめよう、民医連マインド
　５月 31日、弘前プラザホテルで「私た
ちの共通項。見つめよう、民医連マインド」
をテーマに 84 名（医師 42 名）の参加で
開催しました。シンポジウムは有川洋祐医
師、高橋夏生医師、小鹿瞳子医師より、①
なぜ今ここでがんばれているのか、②青森
民医連で継続して働き続けるために必要な
こと、③自分たちが日々の業務で大切にし
ていることの３点を柱に報告し、SGDと
全体討論で参加者自身もそれぞれのこれま
でを振り返り、今後の課題や展望などを話
し合いました。参加者の意見をリアルタイ
ムに集計できるMentimeter より、各設
問で出された回答は人間関係、家族、仲間
といった回答が多く目立ち、コミュニケー
ション、感謝、挨拶、奨学金、なりゆきと

いった回答も複数ありました。給与、お金
といった回答に関しては、青森民医連の給
与は生涯賃金でみれば他の医療機関と比べ
て遜色ないものの、働き盛りの昇給ライン
に課題があるようです。
　参加者より、「医師もひとりの人間とし
て個別性による対応が必要と感じた」、「専
門研修、初期研修の目標や具体的な内容を
知ることができた」、「繕わずに率直な発
表内容とディスカッションテーマでよかっ
た」、「私はいま何故ここにいるのだろう
かを強く考えさせられた」、「民医連の医
師集団として居心地いい環境がつくれたら
医療活動を発展していけると思う、来てよ
かった」などの感想をいただきました。医
師委員会は、今回いただいたご意見やご感

想も参考にあらゆる課題の矢面に立ち、県
連医師団、職員仲間たち、組合員のみなさ
んと一緒に、地域の方々と手を携えなが
ら、地域のための存続をかけて、厳しさ続
く情勢の荒波を乗り越えていく所存です。
� （副専務・村上　渡）

2025 年度 第 56 回医師総会

役
者
と
一
緒
に
記
念
撮
影
！

役
者
と
一
緒
に
記
念
撮
影
！
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応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

　
「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
９
月
11
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
749
号
（
８
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解「
セ
ミ
シ
グ
レ
＝
蝉
し
ぐ
れ
」

抽
選
で
各
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

●
第
748
号
（
７
／
１
付
）
当
選
者

（
弘
前
市
）�

倉
坪　

芳
子

�

牧
野　

榮
子

（
青
森
市
）�

海
老
名
恵
美
子

（
つ
が
る
市
）�

小
山
内
テ
イ
子

（
黒
石
市
）�

大
平　

論
史　

（
平
川
市
）�

古
川　

進

（
五
所
川
原
市
）�

小
笠
原
晶
子

�

木
村　

洋
子

（
鶴
田
町
）�

高
橋　

良
子

（
田
舎
館
村
）�

小
野　

正
幸

●
第
749
号
（
８
／
１
付
）
当
選
者

（
弘
前
市
）�

齋
藤
け
い
子

�

福
士　

冬
桜

�

田
中　

章
子

（
青
森
市
）�

村
田　

育
子

（
黒
石
市
）�

佐
藤　

清
敏

�

横
山
し
げ
子

（
平
川
市
）�

葛
西　

祐
美

（
つ
が
る
市
）�

青
山　

清
昭

（
五
所
川
原
市
）�

葛
西
利
伊
子

（
藤
崎
町
）�

佐
藤　

節
子

《
ヒ
ン
ト
》（
５
文
字
）

雨
上
が
り
の
空
や

大
き
な
滝
に
も
掛
か
り
ま
す

シ

リ
セ
イ

ブ
レ
ー
キ

キ

グ

リ

ア
セ
カ
キ

フ
ミ
ン

シ

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２
名

―
。
鮮
や
か

に
事
件
を
解
決
し
ま

す
３
“
待
て
ば

―
の
日

和
あ
り
”

４
大
喜
利
で
い
い
答
え

だ
と
一
枚
も
ら
え
ま

す
５
こ
れ
が
ま
わ
ら
な
く

な
る
く
ら
い
だ
と
相

当
酔
っ
て
い
ま
す

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
牛
乳
か
ら
作
ら
れ
、

ト
ー
ス
ト
に
塗
っ
た

り
し
ま
す

４
適

―
適
所

５
青
空
の
下
で
お
湯
に

つ
か
る
の
は
い
い
気

分
で
す
ね

６
ゼ
ロ
の
こ
と

７
赤

―
。
シ
オ
カ
ラ

―

月　日 支部名 実施場所 時　間
９月５日（金） 南石川支部 道の駅ひろさき サンフェスタいしかわ 15：00－16：30
９月６日（土） 文京支部 コープあおもり西弘店 イートイン 10：00－11：30
９月16日（火） 三大支部 マックスバリュ安原店 15：00－16：30
９月14日（日） 大成支部 弘前れんが倉庫美術館 13：00－15：00
９月19日（金） 浪岡支部 いとく浪岡店イートイン 10：30－11：30
９月20日（土） 北東支部 樋川自動車敷地内 13：00－15：00
９月24日（水）木造新田支部 マエダストア木造店 10：00－11：30
９月24日（水） 黒石支部 メガ黒石店 13：30－15：00（予定）
９月29日（月） 板柳支部 いきいきセンター 9：30－11：00
９月30日（火）四中りんご支部 旧大阪屋 15：00－16：30
９月30日（火） 下町支部 イオンタウン弘前樋の口（予定）15：00－16：30

　地域生活支援センターぴあすは、今年も
「カルチュアロード 2025」に出展します！
　開催日は 9 月 14 日（土）、場所は弘前市
土手町。カルチュアロードは、市民の文化
活動やまちづくり団体、地場産業の担い手
たちが参加し、地域の文化や産業への理解
や交流を深める路上文化祭です。ぴあすも
日頃の活動を広く知っていただく機会とし
て、毎年出展しています。
🌟今年の出展内容
　今年は、ぴあすで製作してきた「裂き織
生地」の計り売りを行います。
　裂き織は、古布を裂いて織り直す伝統的
な技法で、環境にもやさしく、ひとつひと
つに温かみがあります。利用者さんとス
タッフが協力して織り上げた生地は、バッ

グやポーチなどの手作り作品にもぴったり
です。
　さらに、利用者さんが心を込めて作った
手芸品や小物も販売予定！
　どれも一点ものの魅力あふれる品々です。
🌟地域とのつながりを大切に
　ぴあすは、地域の中で誰もが安心して暮
らせる社会を目指し日々活動しています。
　今回の出展を通じて、私たちの取り組み
を知っていただき、地域の皆さんとのつな
がりを深められたら嬉しいです。
　興味のある方はぜひ、カルチュアロード
のぴあすブースへお立ち寄りください。
　スタッフ・利用者一同、心よりお待ちし
ております！

🧵🧵ぴあす、カルチュアロード2025に出展！ぴあす、カルチュアロード2025に出展！

　
6
月
21
日
、
亀
田
地
域
で

開
催
さ
れ
た
「
亀
田
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
に
お
い
て
ま
ち

か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は

血
管
年
齢
測
定
、
握
力
測

定
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、
輪
投

げ
を
実
施
。
輪
投
げ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
供
達
が
支
部

で
用
意
し
た
景
品
を
獲
得
し

よ
う
と
必
死
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
司
会
の
横
山

ひ
で
き
氏
が
実
際
に
ブ
ー
ス

に
来
て
測
定
し
て
く
れ
た

り
、
進
行
の
合
間
に
は
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
呼
び
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
班
会
に
お
誘
い
し

て
新
班
結
成
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
、
い
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
部　
齋
藤　
淳
一
）

支
部
総
会
開
催

支
部
総
会
開
催

🏡

各
地
で
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

各
地
で
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

福田　蒼
そ う

友ちゃん瓜田　笑
え ま る

琉ちゃん
いっぱいミルクのんで
いっぱい泣いてね

元気におおきくなあれ♡
久米田　帆

ほ ま れ

稀ちゃん
愛してる♡

對馬　汐
し お ん

音ちゃん
生まれてきてくれてありが
とう♡にいにと仲良くね‼

常
盤
支
部

６
／
21

新
班
結
成
につ
な
が
る
健
康
チ
ェッ
ク

新
班
結
成
につ
な
が
る
健
康
チ
ェッ
ク

6 月 20 日　浪岡支部（いとく浪岡店）6 月 20 日　浪岡支部（いとく浪岡店）

7 月 4 日　文京支部（コープあおもり西弘店）7 月 4 日　文京支部（コープあおもり西弘店）

8 月 2 日　東中支部（いとく弘前東店）8 月 2 日　東中支部（いとく弘前東店）

7 月 10 日　藤崎支部（ふじさき食彩テラス）7 月 10 日　藤崎支部（ふじさき食彩テラス）

7 月 28 日　尾上支部（ロマン館）7 月 28 日　尾上支部（ロマン館）

６月 10 日　鰺ヶ沢支部総会　13 人６月 10 日　鰺ヶ沢支部総会　13 人

６月 28 日　北東支部総会　 21 人６月 28 日　北東支部総会　 21 人 ６月 12 日　中里支部総会　14 人６月 12 日　中里支部総会　14 人

５月 22 日　三大支部総会　20 人５月 22 日　三大支部総会　20 人



（8）（8）健　　　康健　　　康 2025年９月１日（月）　第750号2025年９月１日（月）　第750号

参 加 者 募 集 中！

９/ ７（日）
９/14（日）
９/21（日）
９/21（日）
９/23（火）

黒石支部
藤崎支部
文京支部
浪岡支部浪岡支部
南 支 部南 支 部

健康まつり　●追子野木公民館
支部レク　　●小坂康楽館
健康まつり　●城南会館
支部レク　　●小坂康楽館
健康まつり　●千年交流センター

親
身
の
対
応

親
身
の
対
応

黒
石
市　

佐
藤　

清
敏

黒
石
市　

佐
藤　

清
敏

　

健
生
黒
石
診
療
所
に
訪
問

診
療
で
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
先
生
、
看
護

師
と
も
親
身
に
な
っ
て
対
応

し
て
貰
っ
て
お
り
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

熊
に
は
注
意

熊
に
は
注
意

弘
前
市　

外
崎
て
る
子

弘
前
市　

外
崎
て
る
子

　

毎
日
暑
い
。
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
‼　

体

が
つ
い
て
い
け
な

い
く
ら
い
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。

熊
に
注
意
し
な
が

ら
畑
の
草
と
り
頑

張
り
ま
す
。

野
球
に
向
け
て

野
球
に
向
け
て

平
川
市　

奈
良　

喬

平
川
市　

奈
良　

喬

　

先
日
の
定
期
検

査
で
「
欠
け
て
い

た
骨
が
く
っ
つ
い

た
」
と
言
わ
れ
て

う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
安

心
せ
ず
に
規
則
正

し
い
生
活
と
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
、
春

に
は
、
好
き
な
野

球
を
や
れ
る
よ
う

に
し
よ
う
と
思
う
、

77
歳
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

感
謝
、
感
謝
で
す

感
謝
、
感
謝
で
す

青
森
市　

Ｔ
．
Ｋ

青
森
市　

Ｔ
．
Ｋ

　

こ
の
猛
暑
、
地
球
は
何
か

を
伝
え
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。

炊
事
の
た
び
に
＂
水
さ
ん
あ

り
が
と
う
＂、
畑
か
ら
採
れ

る
〝
野
菜
さ
ん
あ
り
が
と

う
＂
お
か
げ
様
で
元
気
に
生

き
て
い
ら
れ
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実
を

地
域
医
療
の
充
実
を

田
舎
館
村　

Ａ
．
Ｎ

田
舎
館
村　

Ａ
．
Ｎ

　

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め

る
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
社
会
保
障
料

の
負
担
額
は
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保

障
そ
の
も
の
が
充
実
し
て
い

な
い
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
ま

す
。
地
域
医
療
の
充
実
と
現

役
世
代
の
手
取
り
増
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

支
部
の
行
事

支
部
の
行
事

黒
石
市　

種
市　

良
子

黒
石
市　

種
市　

良
子

　

パ
ズ
ル
の
す
ぐ

上
に
黒
石
支
部
の

記
事
。
自
分
も
参

加
し
て
た
の
で
い

い
思
い
出
に
な
り
、

嬉
し
い
で
す
。
様
々

な
行
事
に
新
し
い

人
も
参
加
さ
れ
て

い
て
、
次
に
つ
な

が
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

祭
り
ば
や
し

祭
り
ば
や
し

五
所
川
原
市　

山
中　

昭
子

五
所
川
原
市　

山
中　

昭
子

　

あ
っ
ち
こ
っ
ち

で
祭
り
ば
や
し
。

太
鼓
や
笛
、
か
ね

の
音
。
幾
つ
に
な
っ

て
も
ワ
ク
ワ
ク
感
。

じ
ゃ
わ
め
ぐ
！

組
合
員
バ
ス

組
合
員
バ
ス

青
森
市　

天
内
美
菜
子

青
森
市　

天
内
美
菜
子

　

組
合
員
バ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
暑
い
中
待
っ
て
い

る
と
バ
ス
の
中
の
エ
ア
コ
ン

が
快
適
で
助
か
り
ま
す
。
そ

し
て
安
全
運
転
で
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寒

暖
差
に
気
を
付
け
て
暑
さ
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

朝
活
生
活

朝
活
生
活

平
川
市　

古
川　

進

平
川
市　

古
川　

進

　

毎
日
の
暑
さ
で
生
活
ス
タ

イ
ル
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
朝
苦
手
な
私
が
朝
活
な

ん
て
！
…
…
最
近
の
猛
暑

で
日
中
に
何
か
す
る
な
ん
て

考
え
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
朝

食
前
の
小
１
時
間
に
何
を
し

よ
う
か
考
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。朝
活
も
い
い
も
ん
だ
。

ド
リ
ン
ク
の
話

ド
リ
ン
ク
の
話

板
柳
町　

ニ
ア
ン
ば
あ

板
柳
町　

ニ
ア
ン
ば
あ

　

今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
の
種
類
、
選
び
方
を
フ
ァ

ル
マ
一
ツ
谷
薬
局
に
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
西

北
理
事
会
協
議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

よ
り
）
今
ま
で
糖
質
低
い
か

ら
と
イ
オ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
な

ど
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、

運
動
量
の
少
な
い
自
分
の
日

常
生
活
に
は
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の
方
が

良
い
と
は
！　

こ
れ
か
ら
は

２
種
類
を
う
ま
く
使
い
分
け

て
飲
ん
で
い
き
ま
す
。

野
菜
を
食
べ
よ
う

野
菜
を
食
べ
よ
う

つ
が
る
市　

蝦
名　

則
子

つ
が
る
市　

蝦
名　

則
子

　

家
の
後
ろ
の
畑
で
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
。
ダ
ン
ナ
が

ピ
ロ
リ
菌
で
胃
が
侵
さ
れ
、

除
菌
し
て
ガ
ン
に
な
り
か

か
っ
た
胃
が
良
く
な
り
、
野

菜
を
食
べ
て
健
康
で
い
ま
す
。

鬼
神
社
め
ぐ
り

鬼
神
社
め
ぐ
り

五
所
川
原
市　

ナ
コ
の
ば
あ
ば

五
所
川
原
市　

ナ
コ
の
ば
あ
ば

　

鬼
神
社
め
ぐ
り
バ
ス
ツ

ア
ー
の
記
事
、
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。
何
ヵ
所
も
あ
る

こ
と
を
知
り
機
会
が
あ
れ
ば

回
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

親
し
み
感
じ
て

親
し
み
感
じ
て

中
泊
町　

ｋ
ａ
ｗ
ａ
ち
ゃ
ん

中
泊
町　

ｋ
ａ
ｗ
ａ
ち
ゃ
ん

　
「
医
師
か
ら
の
紙
ヒ
コ
ー

キ
」
が
大
好
き
で
す
。
私
の

孫
も
医
師
を
目
指
し
て
い
ま

す
。（
医
大
に
入
っ
た
ば
か

り
）
研
修
医
の
先
生
方
に
親

し
み
を
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。（
笑
）

野
良
猫
に
い
や
さ
れ
て

野
良
猫
に
い
や
さ
れ
て

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

　

家
に
来
る
野
良
猫
は
、
朝

５
時
前
に
玄
関
前
で
待
っ
て

い
て
エ
サ
を
求
め
て
鳴
い
て

い
ま
す
。
私
が
仕
事
か
ら

帰
っ
て
く
れ
ば
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
や
っ
て
き
て
は
、

ニ
ャ
ー
と
お
帰
り
を
言
っ
て

く
れ
て
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
な
り
ミ
ニ
ト
マ
ト

鈴
な
り
ミ
ニ
ト
マ
ト

弘
前
市　

あ
お
く
ん

弘
前
市　

あ
お
く
ん

　

毎
年
楽
し
ん
で
い
る
家
庭

菜
園
。
今
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト

が
大
成
功
で
、
か
わ
い
い
く

ら
い
い
っ
ぱ
い
実
が
つ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
鈴
な
り
と

い
う
の
か
と
ト
マ
ト
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
水

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
な
ん
で

も
育
て
る
っ
て
か
わ
い
い
も

の
で
す
ね
。

ス
イ
カ
の
出
荷

ス
イ
カ
の
出
荷

弘
前
市　

齋
藤
け
い
子

弘
前
市　

齋
藤
け
い
子

　

猛
暑
の
中
、
ス
イ
カ
の
出

荷
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
倉
庫
の
中
で
は
、
音

楽
が
流
れ
、
若
い
世
代
に
何

歩
も
遅
れ
を
と
り
な
が
ら
も

気
持
だ
け
は
が
ん
ば
り
た

か
っ
た
。
日
頃
の
運
動
不
足

も
あ
り
、
友
達
に
助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
の
や
っ
と
の
２

週
間
で
し
た
。

１人分　エネルギー 77kcal 塩分　0.2g （ケチャップ以外）

＜材料４人分＞
じゃがいも大１個
ブロッコリー 1/2 株
あみえび大さじ２
ピザ用チーズ大さじ３
片栗粉大さじ２
油大さじ１
ケチャップ適量

＜作り方＞
❶ブロッコリーは小房に分け沸騰した
お湯に塩を入れて茹でる。

❷茹でたブロッコリーはザルに上げ水
切りして粗熱を取り、ざく切りにして
キッチンペーパーに包んで軽く絞る。
❸じゃがいもは茹でて、潰しておく。
❹ボウルに②と③を入れ、あみえび・
ピザ用チーズ・片栗粉を加えて混ぜる。
❺油を引いたフライパンに④を入れ、
平らにならして中火で焼く。
❻焼き目がついたら裏返し、もう片面
を焼き色が付くまで焼く。
❼焼き上がったら、カットして皿に盛
りつけ、ケチャップをそえる。

じゃがいもとブロッコリーのチヂミ風

～ブロッコリーはビタミンC・食物繊維・カリウムなどを含む栄養

価の高い野菜です。美肌効果も期待できます。～

☆献立紹介…
健生病院栄養士

成田　祐子


